
 

 

 

 
坂出市議会令和７年６月定例会 

一般質問要領 
 
 

個 人 制 
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質問順序一覧表 
 

質問日 質問順 議 員 名 会 派 名 質 問 方 式 

１８日 

１ 小 笠 原    浩 国 民 民 主 坂 出 一  問  一  答 

２ 斉 藤 義 明 自 民 党 市 政 会 一  問  一  答 

３ 東 原   章 自 民 党 市 政 会 一  問  一  答 

４ 角 野 正 明 自 民 党 市 政 会 一  問  一  答 

１９日 

５ 渡 辺 拓 馬 国 民 民 主 坂 出 一  問  一  答 

６ 鳥 飼 由 衣 政 志 会 一  問  一  答 

７ 若 杉 輝 久 公 明 党 議 員 会 一  問  一  答 

８ 篠 原 光 一 無 所 属 一  問  一  答 

（※質問の制限時間は１人６０分） 
 
一問一答方式：議員が質問項目を一問ずつ質問し、市長等がその都度答弁する方式 

一括質問一括答弁方式：議員が質問項目をまとめて質問し、市長等がまとめて答弁する方式 



－１－ 

４ 番   小 笠 原  浩 

 

１．シビックプライドについて 

（１）市長の考え 

（２）醸成のための取組 

２．デジタル地域通貨について 

（１）県内他市町の導入状況と評価 

（２）市民生活や地域経済に与える影響 

（３）導入の可能性 

３．データセンターの誘致について 

（１）立地条件 

（２）誘致の可能性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－２－ 

１５ 番  斉 藤 義 明 

 

１．市長の２期目の取組・思いについて 

（１）道路整備や都市計画の規制緩和による活性化 

（２）財政見通し 

（３）健康施策・防災対策 

２．学校再編整備について 

（１）再編新校（前期）の名称 

（２）再編新校（後期）の計画 

３．特別職の報酬等について 

特別職報酬等審議会 

４．選挙ポスター掲示場について 

ホームページへの位置掲載 

５．公民館について 

館内での飲食 



－３－ 

９ 番   東 原   章 

 

１．市長の２期目への思いについて 

（１）健康施策 

（２）防災対策 

２．空き家について 

（１）空き家状況 

（２）香川県空き家対策連合会 

３．生成ＡＩについて 

（１）坂出市長アバター 

（２）公共施設における活用 

４．学びの環境について 

（１）教員不足 

（２）不登校対策 

（３）中学校部活動地域移行 

 

 

 

 

 

 

 

 



－４－ 

７ 番   角 野 正 明 

 

１．坂出市立大橋記念図書館友の会について 

（１）活動状況 

（２）ボランティア活動に対する支援 

（３）市長の思い 

２．絵本コンテストについて 

ふるさと教育と認知度向上 

３．市営田尾火葬場の建て替えについて 

（１）建て替えに対する地域住民の意見と本市の受け止め 

（２）市からの説明や情報提供 

（３）合意形成に向けた今後のスケジュールと市の決意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－５－ 

３ 番   渡 辺 拓 馬 

 

１．小中学生の金融教育について 

（１）金融教育の現状 

（２）マネーリテラシー向上への取組 

２．保護犬、保護猫について 

（１）保護犬、保護猫を減らす取組 

（２）各種補助金 

（３）保護犬、保護猫活動の今後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－６－ 

１ 番   鳥 飼 由 衣 

 

１．熱中症対策について 

効果と今後の対策  

２．飼い主のいない猫について 

（１）不妊去勢手術の助成 

（２）地域猫活動 

３．ＧＩＧＡスクール構想について 

（１）タブレット端末の活用状況と情報モラル教育 

（２）タイピング教育 

（３）今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－７－ 

１３ 番  若 杉 輝 久 

 

１．狭隘道路について 

（１）狭隘道路の現状 

（２）セットバックに伴う寄附等への相談体制 

（３）狭隘道路に関する条例または要綱の制定 

２．地域資源のデジタルアーカイブ化について 

（１）これまでの取組 

（２）地域資源の活用 

３．学校教育におけるＩＣＴの活用と紙を使った従来の教育とのバランスの 

在り方について 

（１）教材の使い分け 

（２）手書きの意義の位置づけ 

（３）独自方針の策定 



－８－ 

２ 番   篠 原 光 一 

 

１．不登校について 

（１）不登校の直接の原因 

（２）不登校への対応 

２．加齢性難聴について 

（１）検討状況と今後の展開 

（２）総合的なヒアリングフレイル対策 

３．再編新校について 

（１）地元説明会で出された意見や要望 

（２）子供の遊ぶ環境の確保と工夫 

（３）３０人学級 

４．物価高騰対策について 

重点支援地方交付金の活用 


